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組立除法を使うと，整式を１次式で割り算したときの，商と余りを簡単に求めることができる。 

３次式の場合を例に証明しておく。 

 

【組立除法】 

３次式 dcxbxax  23  を kx   で割ったときの商を qpxax 2  余りを r とすると， 

dcxbxax  23 ＝( kx  )( qpxax 2 )＋ r  

右辺を展開すると， 

＝ )()()( rkqxqkpxpkaax  23
 

係数を比較して， 

pkab    ・・・① 

qkpc     ・・・② 

rkqd    ・・・③ 

ここで，右のように計算をすると， 

下段に，商の係数と，余りが表れる。 

(証明終) 

この組立除法のすばらしいところは， 

【１】余りと同時に，商も求めることができる。 

【２】繰り返し使うことにより，与式を
nkx )(  で整理することができる。 

以下に，例を使いながら，その活用法を紹介する。 

 

【１】に関する例 

(例１) baxx 4
＝０の実数解が，１のみであるとき，実数 a，b の値と残りの解を求めよ。 

(略解) 与えられた４次方程式は，少なくとも１を重解とし

てもつ。よって，組立除法を２回繰り返し， 

a＋b＋１＝０ 

a＋２＝０ 

よって，a＝－２，b＝１ 

また，組立除法の結果から，残りの解は， 01 xx2  

の解より，
2
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
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(例２) 曲線Ｃ： xxy 33  上の点Ｐ(t， tt 33  )における接線が，再び曲線Ｃと交わる点をＱとし，

その点の座標を t で表せ。 

(略解) 33 2  xy  だから，接線は，
32 233 txty  )(  より，次の連立方程式を解けばよい。 

xxy 33   

 
32 233 txty  )(  

 0 323 23 txtx  ・・・① 

この方程式は t を重解としてもつので，組立除法は 

右のようになり，①式は，以下のように因数分解され， 

022  )()( txtx  

交点Ｑの座標は， 

Ｑ( t2 ， tt 68 3  ) 

1  1 0 0 a b 

   1 1 1 a+1 

  1 1 1 a+1 a+ b +1 

1   1 1 1  

  1 1 1 a+2  

t  1 0 23t  
32t  

   t 2t  
32t  

t  1 t 22t  0 

   t 22t   

  1 2 t 0  

 組立除法の活用 
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①より， 
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②より， 

＝ q 
③より， 

＝ r 
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(例３) 等式 
5
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baxxx

x
lim  が成り立つように，定数 a，b を定めよ。 

 (略解) x →２のとき，分母→０だから，分子→０ 

よって，分子は 2x を因数にもつ。 

右の組立除法の結果から， 

0 ab 2   baxxx  23 2 ＝ ))(( axx  22  

したがって， 
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この結果が，
5

1
となるから a＝－3 

0 ab 2  より，b＝６ 

 

【２】に関する説明と例 

)(xf を n 次の多項式とし， x で割ったときの商をＱ1(x)，余りを r１とすると 

11 )()()( rxxxf  Ｑ  

このときの商Ｑ1(x)，余り r１は組立除法を使うことにより簡単に求めることができる。 

次に，商Ｑ1(x)を更に， x で割ったときの 

商をＱ2(x)，余りを r2とすると 

21 )()()( rxxx  2ＱＱ   

となるので， 

  12)()()()( rrxxxxf  2Ｑ  

12

2 )()()( rxrxx   2Ｑ  

以下，この作業を続けていくと， 

12

1 )()()()()()()( rxrxrxxxxxf -n

n

n

n    2
31 ・・・ＱＱ  

となり，与式を
nkx )(  で整理した式ができる。これを組立除法で計算すると，上のようになる。 

 

(例１) 次の等式が，x の恒等式のとき，係数 a，b，c を求めよ。 

cxbxaxx  )1()1()1( 233
 

(略解) 右の組立除法の結果から， 

1)1()1()1(  xxxx 33 233
 

よって，a＝－３，b＝３，c＝－１ 

 

 

 

 

 

2  1 -2 a b 

   2 0 2a 

  1 0 a b+2a 

α  （ )(xf の係数の列） 

   

α  （Ｑ1(x)の係数の列） r１ 
   

α  （Ｑ2(x)の係数の列） r2  
   

  （Ｑ3(x)の係数の列） r3   

－1  １ ０ ０ ０ 

   －1 １ －1 

－1  １ －1 １ －1 

   －1 ２  

－1  １ －2 ３  

   －1   

  １ －3   
a 

b 

c 
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(例２) nmxx 3 を 22)( x で割り切れるように定数 m ， n の値を定めよ。 

(略解)  右の組立除法の結果から， 

8221242 2  nmxmxx ))(()()(  
22)( x で割り切れるから， 

m ＋12＝０ ， 2m ＋ n ＋8＝０ 

よって， m ＝－12， n ＝16 

 

(例３) n を自然数とする。次の整式 )(xf が
21)( x で割り切れるように定数 a，b を定めよ。 

bxnaxxf n   )1()( 1  

(略解) 組立除法より 

 

 

 

 

 

 

この結果から， )(xf は 

1)1()()1( 1   nbaxnananaaxaxaxx nnn ・・・32 322
 

21)( x で割り切れるから 

na＋a 1n ＝０ ・・・① 

a＋b 1n ＝０  ・・・② 

①より， 0)1)(1(  an  となるから，a＝１，b＝n 

 

【補足】 

組立除法を繰り返し使うことにより，与式を
nkx )(  で整理することができることを上で示したが，

これは，n 進数を求めるときの方法と同じである。 

(例) 723 を５進数にする。 

計算では以下のようになる。 

723＝５×144＋３ 

＝５(５×28＋４)＋３ 

＝５２×28＋４×５１＋３ 

＝５２×(５×５＋３) ＋４×５１＋３ 

＝５４＋３×５２＋４×５１＋３ 

これを筆算で行うと，右のようになる。 

したがって， 

10343(五) 

２  １ ０ m  n  

   ２ ４ 2m ＋8 

２  １ ２ m ＋4 2m ＋ n ＋8 

   ２ ８  

  １ ４ m ＋12  

１  a ０ ０ ・・・ ０ 1n  b 

   a a ・・・ a a a 1n  

１  a a a ・・・ a a 1n  a＋b 1n  

   a 2a ・・・ an )1(   na  

  a 2a 3a ・・・ na na＋a 1n   

５ ７２３  

５ １４４ …３ 

５ ２８ …４ 

１ ５ …３ 

 １ …０ 


